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主催者からのご挨拶  

モンセラット・サンス 

神戸市外国語大学と神戸市民の方々をとても特別な形で繋ぐこと
ができるこの活動を主催できたことを非常に嬉しく思います。私
たちは、英語が多くの人々にとって母国語ではないものの、互い
にコミュニケーションを取ることができる共通語として多様な議
論の場を提供することを通じて、街への恩返しをしたいと考えま
した。私たちは、異なるレベルで英語を話す多くの友人たちと出
会い、彼らから生活や文化について多くのことを学びました。誰
もが、間違いや訛りが有意義なコミュニケーションの障害にならないことを実感しまし
た。参加者の多様性はイベントを重ねるごとに増し、真の異文化間・世代間の対話を実現
できたと感じています。私たちの学部生たちは素晴らしいファシリテーターとして活躍
し、英語が流暢であるだけでなく、このようなグループ活動をうまく進行させ、参加者全
員を巻き込む役割を果たしました。外国からの学生たちも素晴らしい協力者となり、彼ら
の持つ他国の知識と経験を提供してくれました。私は神戸市外大の学生たちを誇りに思っ
ています。総じて、参加者全員にとって非常に楽しく、ポジティブな経験になりました。
私たちは、神戸市民の t 方々とのこの繋がりが今後何年も続いていくことを願っていま
す。このイベントの創設にインスピレーションを与えてくださったシン教授、そして素晴
らしく、非常に一生懸命働いてくれたマネージャーの小池春伽さんに感謝申し上げます。
この CCC の始まりを支えてくださった皆様にも感謝いたします。 

.ラジブ・クマル・シン 

私たちは、地域に根ざしたこのイベントの成功と成長を反映したこ
の報告書を出版できることを嬉しく思います。CCC は、日本人と
外国人の地元住民の方々と学生が英語で有意義な会話を広げる貴重
なプラットフォームとなりました。異なるバックグラウンドを持つ
グループが集まり、考えを共有し、文化を越えて繋がりを築いてい
く様子を見ることができ、素晴らしく感じています。来年もこの取
り組みをさらに発展させ、イベント参加者と運営ボランティアの経
験をより良いものにしていくことを楽しみにしています。CCC を

活気に満ちた、実り多いイベントにするために貢献してくださった皆様に感謝し、今後さ
らにこのコミュニティの繋がりが深まる機会を楽しみにしています。  
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小池 春伽 

CCC に参加してくださった皆様に心から感謝申し上げます。このプ
ロジェクトを通じて共に学び、成長できたことを非常に嬉しく思い
ます。毎月、さまざまなバックグラウンドを持つ多様な人々が集ま
り、英語で意味のある会話を交わす姿を見ることができました。こ
れにより、参加者の語学力が向上し、強いコミュニティ関係の形成
にも繋がったと感じています。このプロジェクトが今後も発展し、
続いていくことを心から願っています。一年弱という短い期間では

ありましたが、この素晴らしい活動のマネージャーを務めることができて嬉しく思います。 
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CCC とは？  
CCC は「Citizens Chat Cafe」の略で、神戸市外国語大学（神戸市外大）で毎月開催される、
地域住民の方々が日本人学生や外国人学生と英語でコミュニケーションを取ることができ
るプラットフォームです。このイベントは、かつてつくば市で、筑波大学、つくば国際交流
協会、つくばサイエンスシティネットワークによって主催されていた類似の取り組みから
着想を得たものです。 

CCC 設立の経緯 

CCC は、地域住民の方々が英語でコミュニケーションを取ったり、大学の学生と有意義な
会話ができるプラットフォームの需要に応えるために設立されました。地域社会と学生の
間でのコミュニケーションを促進する重要性を認識し、その実現のために立ち上げられま
した。CCC の主な目的の一つは、地域社会に対して恩返しをすることです。これは、神戸
市外大の使命として掲げられている「市民大学」としての活動と一致しています。神戸市外
大は、スタッフや学生の協力を得て、地域住民の方々がキャンパス内で日本人学生や外国人
学生と英語で交流できる無料の機会を提供します。このイベントではカジュアルでサポー
トのある環境で、さまざまな議題を通して異文化交流を深めながら言語力を強化させるこ
とが狙いです。この取り組みを通じて、CCC は国際的なコミュニケーションと理解を促進
し、地域社会に貢献することを目指しています。 

イベントの概要  
CCC は、2024 年に神戸市外国語大学の魅力発信事業トの一環として始動されました。この

イベントは、主に神戸市民の方々と神戸市外大に留学している学生を繋げ、英語での会話を

楽しむ機会を提供するものです。月に一度開催され、参加者はさまざまなトピックについて

約 2 時間にわたり議論し、異なる背景や年齢層、英語力を持つ人々と交流します。 
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目的  
このイベントの目的は、神戸市外大、日本人学生と外国人学生、そして地域社会との繋がり

を強化し、相互の文化理解を促進することです。また、地域住民に対して、外国人学生と英

語で会話を交わす機会を提供し、英語力を向上させ、意義深い文化交流を促進することを目

指しています。 

開催日時  
セッションは月に一度、土曜日に開催されました。日程は以下の通りです。2024 年 9 月
28 日、10 月 26 日、11 月 16 日、12 月 7 日、2025 年 1 月 25 日 

すべてのセッションは同じ時間帯の 13:30 から 15:30 に開催されました。 

開催場所  
9 月のセッションのみ神戸市外大の三木記念会館で開催されました。その他のセッション
は学生会館の会議室 4・5 で開催されました. 

議題  

９月 持続可能な開発目標（SDGs）  

１０月 お祭り、イベント 

１１月 こどもの権利と福祉 

１２月 各モデレーターによって設定されました。（例：趣味、旅行） 

１月 冬休みをどう過ごしたか、新年の抱負 
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参加者について  

９月：３９人 （内訳不明） 

１０月：３１人  

 

１１月：２６人 
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１２月：４３人 

 

１月：５３人  

合計：１９２人！ 
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スタッフのコメント  

ララ・マルゲリータ （１０月、１１月、１２月） 

私は、自分の母国と異なる人々の文化、視点、習慣などについて
もっと知りたいと思いスタッフメンバーとして参加しました。こ
の活動は非常に充実した経験で、英語力の強化だけでなく、社会
的なスキルや会話スキルも向上させることができました。組織的

な問題は時々ありましたが、本当に楽しく、私を助けてくれたすべてのスタッフや教授に
感謝しています。 

權野万花 （参加した会：９月、１０月、１１月、１２月） 

CCC は、単に人々が英語でコミュニケーションを取る場所であるだ
けでなく、英語を通じて新しい友達に出会う機会でもありました。
他の参加者との交流に慣れて、自分の経験や考えを楽しそうに共有
していた参加者たちの輝く笑顔は、忘れられません！  

 

 

モンセラット・サンス （参加した会：１月） 

ファシリテーターとして 1 月に参加しました。高齢者、高校生や中

学生、そして中年の方々が同じテーブルに座っていることが非常に

重要だと感じました。皆さんは積極的に参加してくれ、私たちはみ

んな新しいことを学びました。彼らの英語力は全体的にかなり良か

ったです。中には海外に住んだことがある人や他の地域から来た人

もおり、みんな異なる趣味を持っていました。 
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クラウディン・オーストリア・アギローン   （参加した会 ：９月、１０月、１

１月、１２月、１月） 

新しい経験や日本の人々と繋がりを持ちたくてこのプロジェクトに
参加し、実際にそれが実現されてうれしく思っています。素晴らし
い個性を持った人々と話す機会を得て、彼らのこれまでの人生や経
験について知ることができました。異なる背景や世代の人々が集ま
り、英語を練習しようという共通の願いを持って同じテーブルに座
っているのを見て、とても良いことだと感じました。また、私にと
って簡単ではないこともありましたが、かなり良い仕事ができたと

思います。残念ながら、私はもうすぐ母国に帰国するため、これ以上参加できませんが、CCC

がこれからも多くのセッションを行い、英語を話したいと思う神戸市民の方々を迎え入れ
ていくことを願っています。 

ゾーイ （参加した会：１０月、１１月、１２月） 

チームでの経験は素晴らしかったです。英語の学習や人々が繋が
っていくことを助けることは非常に充実した経験でした。特に、
高校生たちの英語力に感銘を受けました！また、他の文化に対す
る自分の関心を参加者と共有できたことがとても嬉しかったです
チームでの経験は素晴らしかったです。英語の学習や人々が繋が
っていくことを助けることは非常に充実した経験でした。特に、
高校生たちの英語力に感銘を受けました！また、他の文化に対す
る自分の関心を参加者と共有できたことがとても嬉しかったです 

原日和 （参加した会：９月、１０） 

このイベントに参加できてとても光栄でした。参加者の中には多く
の中高生がいましたが、驚くことに 40 代や 50 代の参加者も多く見
られました。このイベントは、すべての年代の市民が英語を練習し、
さまざまな背景を持つ人々とコミュニケーションを楽しむことがで
きる場だと思いました。このイベントが私が大学を卒業した後も続
き、さらに多くの参加者を迎えることができることを願っています。. 
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ジンウェン （参加した会：９月、１０月、１月） 

さまざまな人々がセッションに参加していたので、自分の視野を広
げ、多くの有意義なことを学びました。ホストを務めるのは正直と
ても緊張しましたが、セッションの最後に多くの人が「楽しかっ
た」と話してくれたことがとても嬉しかったです！これらは非常に
貴重な経験で、来年も参加するのが楽しみです！さまざまな人々が
セッションに参加していたので、自分の視野を広げ、多くの有意義
なことを学びました。ホストを務めるのは正直とても緊張しました
が、セッションの最後に多くの人が「楽しかった」と話してくれた

ことがとても嬉しかったです！これらは非常に貴重な経験で、来年も参加するのが楽しみ
です！ 

中尾桃子 （参加した会：１０月、１１月） 

高校生から高齢者まで、さまざまな年代の多くの人々と出会うこと
ができました。さまざまなテーマについて話し合い、その経験から
新しい考えを得ることができました。ユニークで興味深い経験でし
た。このイベントがさらに大きく成長し、より多くの人々が交流で
きる場所になることを願っています  

 

 

 

ヴィンセント （参加した会：１０月、１１月、１２月）

このイベントに参加できたこと、異なる年代の人々とさまざまなテ
ーマについて議論する機会を持てたことに心から感謝しています。
英語力を向上させ、多様な視点を交換し、新しいことを学べた素晴
らしい経験でした。来年もまた参加するのを楽しみにしています 
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ラジブ・クマール・シン（参加した会：１月） 

初めてファシリテーターとして参加した 1 月の CCC イベントで、テ
ーマは「冬休みと新年の抱負」でした。私のテーブルでは、学生から
退職した方々、さらには高齢者までさまざまな参加者がいました。
年齢ごとに議論の内容が異なることが興味深かったです。学生たち
はビデオゲームや食べ物、旅行について話し、年齢の高い参加者は
仕事や旅行の経験を共有し、中には料理や地域活動に対する想いを
語る人もいました。印象的だったのは、参加者が相互に質問をし合
って会話を深めていったことです。特に、最初は恥ずかしがってい

た高校生たちが、議論が進むにつれて積極的に発言や表現をするようになったことです。こ
のように、CCC は年齢に関係なく、誰もが快適に英語で意見を交わし、学び合う場を提供
していると感じました。全体的に、CCC はさまざまなテーマを英語で議論する素晴らしい
プラットフォームを提供し、世代を超えた理解とつながりを強化していると感じています。 

中田 亜実沙 

私が Kobe CCC メンバーとして参加を決めた理由は、生まれ育った
神戸の街に貢献したいと思ったからです。期待以上に多くの人が参
加してくれ、参加理由もさまざまでした。このプロジェクトを通し
て、異なる背景を持つ人々と交流し、視野を広げることができまし
た。しかし、ファシリテーターとして一つ苦労したのは、参加者が
緊張していたり、議題が難しくて話せないさ参加者いるときに、議
論を始めるためのアイスブレイクがうまくいかないことでした。そ
のため、私はトピックについて、より理解しやすく、それぞれの参

加者と関連があるものになるよう説明しました。これにより、参加者は自分の意見や考えを
思いつくことができました。最初は簡単ではありませんでしたが、参加者たちも自分の英語
で議論を楽しんでいるのが見受けられたので、私自身も楽しむことができました。このプロ
ジェクトを通して、私自身がファシリテーターとして成長できただけでなく、参加者が英語
で表現する自信を持つ手助けにもなったと感じています。彼らが積極的に議論に参加して
いるのを見ることができて、私はとてもやりがいを感じました。 
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浦 舜 （参加した会：１２月） 

地元の人々とコミュニケーションを取ることができ素晴らしい経験
でした。参加者の年齢層が非常に幅広く難しさを感じました。  
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CCC ポスター 
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メディア掲載  

CCC は 2024 年 10 月 23 日発行の「Viva New Town」誌およびそのウェブサイトに掲載され
ました。このメディアは、神戸市の須磨区、西区、垂水区の合計 105,550 世帯に配布されて
おり、主に住宅地域や地元コミュニティに関するニュース、イベント情報、ライフスタイル
に関するコンテンツを提供しています。 

オンライン記事： https://www.vivanewtown.com/archives/7171 

  

https://www.vivanewtown.com/archives/7171
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初回での集合写真 

毎回非常に多くの異なる年代の方が参加してくれました 

時には笑いあり ボディーランゲージは万国共通！ 

イベントでの写真  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  お子さんもゲームを通して英語学習頑張りました！ 
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